
（別紙）

１． 札幌市環境保全推進基金の残高等

金額（単位:円） 備　考

①

基金総額（前年度末基金残高） 245,452,896 R6年度当初基金残高

内訳

うち、国費相当額 122,726,448

うち、地方負担相当額 122,726,448

うち、負担附寄附金等 0

② 基金運用益 2,247,000

③ その他収入 112,399 積み増し分（決算剰余）

④ 負担附寄附金等 0

⑤ 返納額 0

⑥ 基金執行額（処分額） 61,147,552 内訳は下表のとおり

⑦

基金残高 186,664,743 （＝①＋②＋③＋④－⑤－⑥）

内訳

うち、国費相当額 93,332,371

うち、地方負担相当額 93,332,372

うち、負担附寄附金等 0

２． 保有割合

次年度の基金類型 取崩型 金額（単位:円） 備考

⑧ 基金残高 186,664,743

⑨ 189,016,000

⑩ 保有割合 0.988 =（⑧／⑨）

取崩型：基金残高÷事業費（次年度から終了年度までの見込額）

３． 国庫補助金相当額の国庫返還の可否（運用型はすべて、取崩型は２．保有割合が１以上の場合に限る。）

⑪
使用見込額を上回る資金の国庫補助金相当
額の国庫返還の可否

⑫ 返還可能額

⑬ 返還時期

⑭ 返還が困難である理由

４． 事業一覧

番号 事業名
事業費

備考 達成度
合計 一般財源等 基金充当額

1 「環境首都・SAPP‿RO」の啓発 100%

2 環境広場さっぽろ 80%

3 総合的環境副教材及び教師用手引き作成 91%

4 生物多様性普及啓発企画展 59%

5

6

7

8

9

10

合　　　計

５．基金事業の目標に対する達成度

成果指標

札幌市内の家庭部門の温室効果ガス排出量について、2027年度までに、2012年度比で202万ｔ-CO2削減
し、296万ｔ-CO2を目指す。

成果実績 356万t-CO2

目 標 値 296万t-CO2

達 成 度 70%

事業費（次年度から終了年度までの見込額）

保有割合の算定根拠

運用型：運用益見込額÷事業費（次年度見込額）

30,877,000 94,826,000

25,575,000 76,725,000

3,689,000 11,465,000

2,000,000 6,000,000

事業費
（次年度）

30,830,673 359,246 30,471,427

25,687,490 706,365 24,981,125

4,022,315 327,315 3,695,000

2,000,000 0 2,000,000

0

0

0

0

0

0

62,540,478 1,392,926 61,147,552 62,141,000 189,016,000

事業費
（終了ま

で）
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事 業 名 環境保全に関する知識・情報の提供 新規・継続区分 継続

事 項 名 「環境首都・SAPP‿RO」の啓発 開始年度 令和元年度

担当部署 環境局環境都市推進部環境政策課 終了年度 令和９年度

【目的】
・市民一人一人が、地球環境に配慮した行動の重要性や必要性について認識するための啓発を実施し、市民の意識の
変容と自発的な行動の喚起を狙う。
・市民それぞれのライフスタイルに応じた省エネや再エネ導入などの環境配慮行動が実践されることで、継続的な温
室効果ガス排出量の削減につなげる。
【目標】
・イベントプロモーション、ワークショップ、ポスター掲示、動画等、様々な広報媒体を活用し、全ての市民に直接
啓発する。
・啓発を受けた市民の90%が、冷暖房の設定温度緩和、LED照明の使用、省エネ家電への買い替え、節水シャワーヘッ
ドの使用など、具体的な環境配慮行動に取り組んでもよいと思うことを目指す。
・自分の家庭での生活がエコライフであると思う市民の割合が50%以上の状態を維持する。
・目標の達成状況は、毎年実施する市民へのアンケート調査等で把握する。

・北海道の中でエネルギーの一大消費地である札幌市が、率先して省エネや再エネ導入に取り組む必要がある。
・具体的なエコ活動である省エネ、ごみの減量、再エネ電力の導入などの呼びかけ、関係知識等の普及啓発を多角的
に行う。
・環境配慮行動に興味や関心のある市民のみに届くコンテンツではなく、市民一人一人が持つ興味や関心、毎日の生
活の一場面などに関わる地球温暖化への具体的な影響を示し、当事者意識を感じることができるような啓発を行う。
・そこから市民の共感を生み、環境保全への意識の向上と実践につなげ、それに付随するさまざまな環境行動も喚起
する。環境都市に住む市民というプライドを高め、行動実践者で溢れる「環境首都・SAPP‿RO」の実現に結びつける。
・また、札幌市は環境施策の推進をSDGs達成にもつなげていくこととし、2018年6月には「SDGs未来都市」に選定され
ており、環境首都としての取組とともにSDGs未来都市としての周知も行うことで、持続可能な都市に向けた市民の環
境保全に係る行動変容を図る。

環境基本法
地球温暖化対策推進法
（環境省）地球温暖化対策計画
札幌市まちづくり戦略ビジョン
第２次札幌市環境基本計画
札幌市気候変動対策行動計画

　環境首都である札幌市の目指す姿、地球温暖化・気候変動の具体的かつ身近な影響、市民が取り組める具体的な環
境保全対策を盛り込んだ啓発を行った。
　具体的には、気候変動対策やSDGsに関する取組を伝えるためのパネル・動画を作成・活用した啓発を行ったほか、
タウン誌や子ども環境情報誌への記事掲載を行った。
　さらに、「対話を通じて学び、考え、行動する」をコンセプトに、気候変動対策やSDGsの実践に率先して取り組む
人材を育成することを目的として、有識者等からの知識のインプットと、有識者等も交えた参加者同士の対話を行う
ワークショップを開催した。

事業番号

令和６年度 事業報告書

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

１．目的及び目標（値）



５．事業費等

６．進捗状況等

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

職員旅費 252,480 252,480 -

講師旅費 - - -

印刷製本費 283,591 106,766 176,825 ポスター印刷等

借料 1,500,000 - 1,500,000

委託費 28,794,602 - 28,794,602 運営補助業務、作成業務等

負担金 - - -

合計 30,830,673 359,246 30,471,427 （

0

0 0

-8% 12% 0% 25% 8% -2% 2% 0% 0% 0%

68% 60% 72% 72% 97% 100% 98% 100% 100% 100% 100%

18,018 10,203 23,063 23,091 43,202 30,471 30,877 32,266 31,683

18,018 28,221 51,284 74,375 117,577 148,048 178,925 211,191 242,874

単位：円）

年度（

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

進捗率（累計）

単位:千円） ～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

～平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
（令和元年度）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

進捗率（単年度） 進捗率（累計）

進捗状況
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事 業 名 環境に配慮した行動の促進 新規・継続区分 継続

事 項 名 環境広場さっぽろ 開始年度 平成19年度

担当部署 環境局環境都市推進部環境政策課 終了年度 令和９年度

【目的】
　「環境広場さっぽろ」は、産官学民によるそれぞれの環境保全に関する取組のほか、環境技術や商品サービス等を
発信、情報収集し、行動の実践に繋げる総合環境イベントとして、平成10年より毎年開催している。
　平成30年度～令和４年度は、第２次札幌市環境基本計画の将来像「次世代の子どもたちが笑顔で暮らせる持続可能
な都市」について市民、事業者と共有を図るほか、「環境首都・札幌」宣言の趣旨をさらに市民に浸透させていく場
となるよう、これまで以上に子どもを中心とした市民向けの環境啓発内容を拡充して開催しており、令和７年度以降
も同様の事業展開を予定している。

【目標】
2027年度までに、68万人（今後１年あたり３万人）の来場者を目指す。

環境基本法
地球温暖化対策推進法
（環境省）地球温暖化対策計画
札幌市まちづくり戦略ビジョン
第２次札幌市環境基本計画
札幌市気候変動対策行動計画

令和６年度は、大和ハウス プレミストドームを会場に８月24日（土）、25日（日）の２日間開催した。
【環境・SDGsゾーン】次世代自動車の展示・給電やごみの減量、気候変動・生物多様性や環境対策に関する展示など
【環境ワークショップ等】小さい子どもでも分かりやすく気候変動について学ぶことのできるパペットシアターの実
施など
【ステージイベント・その他】地球環境保全やSDGsに関わるテーマでのステージイベントなど

※新型コロナウイルス感染症対策として、令和２～４年度はバーチャル空間のみまたはリアル会場との併用で開催

事業番号

令和６年度 事業報告書

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

１．目的及び目標（値）

環境広場さっぽろ2024実施概要
【日時】令和６年８月24日（土）10：00から８月25日（日）16：00まで[２日間]
【場所】大和ハウス プレミストドーム
【来場者数】18,111（2022年度実績15,234人、6,036アクセス） 【出展者数】187（2022年度実績217企業・団体）
　　　　　　※令和５年度は、G7札幌会合実行委員会主催の「環境広場ほっかいどう2023」開催により、
             「環境広場さっぽろ」の開催を見送っため、令和４年度の実績を参考に記載している。
【主催】札幌市
【特別協力】（株）アドバコム
【後援】環境省北海道地方環境事務所、経済産業省北海道経済産業局、国土交通省北海道運輸局、国土交通省北海道開発局、
　　　　林野庁北海道森林管理局、北海道、北海道市長会、北海道町村会、北海道経済連合会、札幌商工会議所、
　　　　北海道産業資源循環協会、朝日新聞北海道支社、毎日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、日本経済新聞社札幌支社、
　　　　北海道新聞社、NHK札幌放送局、HBC北海道テレビ、STV札幌テレビ放送、HTB北海道テレビ、UHB北海道文化放送、
　　　　TVhテレビ北海道、STVラジオ、AIR-G'エフエム北海道、FMノースウェーブ



５．事業費等

６．進捗状況等

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

職員旅費 -

講師旅費 -

印刷製本費 399,465 399,465 - ポスター印刷等

借料 20,766,125 - 20,766,125 会場借上げ料等

委託費 4,521,900 306,900 4,215,000 運営補助業務等

負担金 - - -

合計 25,687,490 706,365 24,981,125 （

3,851 0

4% 4% 3% 4% 3% 0% 6% 6% 7% 7%

56% 60% 64% 67% 71% 74% 74% 80% 86% 93% 100%

16,315 10,780 12,100 16,474 24,981 25,575 25,575 25,575

37,475 41,326 57,641 68,421 80,521 96,995 96,995 121,976 147,551 173,126 198,701

単位：円）

年度（

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

進捗率（累計）

単位:千円） ～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

～平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
（令和元年度）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

進捗率（単年度） 進捗率（累計）

進捗状況
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事 業 名 環境保全に関する知識・情報の提供 新規・継続区分 継続

事 項 名 総合的環境副教材及び教師用手引き作成 開始年度 平成15年度

担当部署 環境局環境都市推進部環境政策課 終了年度 令和９年度

【目的】
　本市では持続可能な脱炭素社会の構築のため、次世代を担う子どもたちが環境についての理解・認識を深め、行動
につなげる取組を進めている。環境教育は、教科化されておらず、分野は理科、社会科、家庭科など複数に及ぶこと
から、本事業では、効率的・効果的に学習してもらうことを目的に副教材等を作成し、授業に取り入れることで環境
意識の定着と行動の喚起を目指している。

【目標】
  市立全小学校に配布することで、令和９年度までに120万人に普及啓発することを目指す。

　全市立小学生を対象に、平成13年度から実施。
　低学年（１・２年）用、中学年（３・４年）用、高学年（５・６年）用の３種類を作成し、毎年度初めに新１・
３・５年生全員に配布。
　内容は、低学年用については身の回りの自然など、中学年用については生活と身近な環境など、高学年用について
は温暖化や生物多様性の喪失等の地球環境など。
　なお、各種データを掲載していることから毎年度改訂しており、改訂に当たっては、小学校教員から成るワーキン
ググループを設置している。
　また、３種類とも、教科書の該当箇所や指導の要点等を記載した教師用手引書も作成し、学級数分を配布してい
る。

　環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第９条
　第２次札幌市環境基本計画
　札幌市環境教育・環境学習基本方針

　毎年度当初、全市立小学校へ、全児童（１・３・５年）分の副教材及び学級数（１・３・５年）分の教師用手引書
を配布。
　「総合的な学習」のほか、「理科」や「社会科」などの該当する分野における授業など、さまざまな場面で活用さ
れている。
　【配布数(令和６年度実績）】
　　低学年用副教材 　15,903部
　　中学年用副教材 　16,041部
　　高学年用副教材 　16,757部
　　低学年用手引書　　  892部
　　中学年用手引書　　  895部
　　高学年用手引書　　  925部

事業番号

令和６年度 事業報告書

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

１．目的及び目標（値）



５．事業費等

６．進捗状況等

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

職員旅費 0

講師旅費 0

印刷製本費 3,418,415 293,415 3,125,000

低学年用16,100部（1,000部）、中
学年用16,900部（1,000部）、高学
年用17,000部（1,000部）
※カッコ内は教師用手引書の部数。

借料 0

委託費 603,900 33,900 570,000
デザイン作成、副教材仕分け等業務
委託

負担金 0

合計 4,022,315 327,315 3,695,000 （

0 2,904 2,951 2,863 3,481 3,050 3,695 3,689 3,888 3,888

4% 4% 4% 4% 3% 3% 3%

63% 67% 71% 75% 79% 83% 87% 91% 94% 97% 100%

32,672 32,672 35,576 38,527 41,390 44,871 47,921 51,616 55,305 59,193 63,081

単位：円）

年度（

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

進捗率（累計）

単位:千円） ～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

4% 4% 4%

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

～平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
（令和元年度）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

進捗率（単年度） 進捗率（累計）

進捗状況
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事 業 名 環境保全に関する知識・情報の提供 新規・継続区分 継続

事 項 名 生物多様性普及啓発企画展 開始年度 令和元年度

担当部署 環境局環境都市推進部環境共生担当課 終了年度 令和９年度

【目的】
・市民が生物多様性保全に興味関心を持つ機会の創出や、札幌市において気候変動が生き物にもたらす影響等に関する
理解の促進を図る。
・多くの市民が、人間の生活が生物多様性の恵みによって成り立っていることを身近な問題として実感するとともに、
気候変動によって生き物が影響を受けていることについて認知するきっかけとし、自然環境の保全や省エネなど、環境
や生物多様性に配慮したライフスタイルへの転換を促進させる。

【目標】
参加者アンケートにおいて、以下のように回答した人の割合がそれぞれ80%以上
・気候変動によって生き物が影響を受けることがわかった
・環境へ配慮したライフスタイル（省エネ、再エネの利用、エコドライブ、食品ロス削減）を実践したい

【実施時期】
年1回開催、小学校の夏休みを含む期間。
【実施形態】
円山動物園・環境政策課と連携した展示、参加型イベント、ウェビナー等を開催する。
【内容（例）】
・気候変動が生物に及ぼす影響についての紹介・解説
・自然環境の保全や地産地消、省エネ等の生物多様性保全につながる行動の紹介
・生物多様性保全に関する国、北海道、札幌市等の取組内容の紹介
・大学教授や研究者等の有識者による基調講演
・身近な生き物の生体展示等による普及啓発
・円山動物園内のミニツアー等、参加型イベント

・生物多様性基本法第24条及び第27条
・生物多様性さっぽろビジョン
・第２次札幌市環境基本計画
・札幌市気候変動対策行動計画

　生物多様性の啓発及び気候変動がもたらす影響等に関する理解の促進を目的として、札幌市円山動物園で、令和６年
７月26日から８月４日まで、特別企画展「知ろう‼気候変動　守ろう‼さっぽろの生きもの」を実施した。
①展示～気候変動により影響を受け増加した外来種の生体や、札幌に生息する生物一覧などの情報を展示した。
②クイズラリー～気候変動により大きな影響を受けることが予想される生物（両生類、アザラシ、エゾシカ等）をテー
マとしたクイズラリーを実施した
③学習プログラム～園内の土を採取し、生息する生き物について調べた。
　気候変動と生物多様性の関連をテーマとして講師を招き、フォーラムを開催した。

事業番号

令和６年度 事業報告書

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

１．目的及び目標（値）



５．事業費等

６．進捗状況等

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

職員旅費 0

講師旅費 0

印刷製本費 0

借料 0

委託費 2,000,000 2,000,000 運営業務委託費

負担金 0

合計 2,000,000 0 2,000,000 （

0 713 2,000 1,667 1,800 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

0 0 713 2,713 4,380 6,180 8,180

ｓ

0% 0% 11% 11% 11% 13% 13% 13% 14% 14%

0% 0% 0% 11% 22% 33% 46% 59% 72% 86% 100%

10,180 12,180 14,180 16,180

単位：円）

年度（

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

進捗率（累計）

単位:千円） ～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

～平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

（令和元年度）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
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進捗率（単年度） 進捗率（累計）

進捗状況


